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－ � － 政策情報誌　平成 25 年２月（第６号）

平成 25年度予算案の概要をお知らせします

　
教
育
費
は
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整

備
事
業
を
計
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

４
億
５
０
０
０
万
円
（
16
・
１
％
）
増
の

32
億
４
０
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
公
債
費
は
、
最
終
年
度
残
高
一
括
償
還
方

式
で
借
入
れ
た
地
方
債
の
償
還
（
借
換
債

対
象
）
が
あ
る
た
め
、
１
億
９
０
０
０
万

円
（
６
・
２
％
）
増
の
32
億
１
０
０
０
万
円

で
す
が
、
一
括
償
還
を
除
く
実
質
で
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

▪
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
、
設
立
準
備

会
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。【
１
９
０
０
万
円
】

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
推
進
し
ま
す
。【
５
４
０
０
万
円
】

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
施
設
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
や
備

品
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

▪
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

【
５
億
８
０
０
０
万
円
】

　
教
育
環
境
の
向
上
な
ど
の
た
め
、
す
べ

て
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま

す
。（
平
成
26
年
度
稼
動
予
定
）

▪
城
西
中
学
校
大
規
模
改
修
事
業
を
実
施

し
ま
す
。【
４
億
６
０
０
０
万
円
】（
平
成

24
年
度
前
倒
し
事
業
）

　
老
朽
改
修
や
エ
ア
コ
ン
の
整
備
な
ど
教

育
環
境
の
向
上
に
加
え
、
自
家
発
電
装
置

の
設
置
な
ど
防
災
力
の
向
上
に
も
配
慮
し

た
整
備
を
行
い
ま
す
。

▪
小
児
マ
ル
福
を
中
学
３
年
生
ま
で

拡
大
し
ま
す
。【
市
単
独
事
業
費
合
計

７
０
０
０
万
円
】

　
市
独
自
に
所
得
制
限
の
撤
廃
や
、
対
象

年
齢
の
拡
大
に
取
り
組
み
、
医
療
を
受
け

や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

▪
第
三
子
以
降
の
給
食
費
を
無
償
化
し
ま

す
。【
１
０
０
０
万
円
】

（
３
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
同
時
に
市
立
小

中
学
校
に
就
学
し
た
場
合
）

▪
学
童
保
育
の
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

【
１
億
６
０
０
万
円
】

　
学
童
保
育
の
対
象
者
を
小
学
校
６
年
生

ま
で
拡
大
し
ま
す
。（
一
部
の
ル
ー
ム
を
除

く
、
平
成
26
年
度
完
全
実
施
）

▪
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
配
備
し
ま
す
。【
４
０
０
万
円
、
５

年
間
総
額
２
６
０
０
万
円
】

▪
防
災
・
減
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

【
７
１
０
０
万
円
】

　
自
然
災
害
の
発
生
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、
災
害
対
策
本
部
の

機
能
向
上
、
防
災
倉
庫
の
整
備
、
備
蓄
品

を
拡
充
し
ま
す
。

▪
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し

ま
す
。【
１
７
０
０
万
円
】

　
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
ド
リ
ー
ム
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
の
開
催
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▪
安
心
・
安
全
な
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

【
１
億
６
０
０
０
万
円
】

　
市
道
第
Ⅰ
‐
２
号
線
（
若
柴
地
区
、
馴

柴
小
通
学
路
）
の
拡
幅
を
は
じ
め
、
安
全

な
道
路
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（単位：億円）

市
税

地
方

譲
与
税･

交
付
金

地
方
交
付
税

国
県
支
出
金

市
債

繰
入
金

そ
の
他

平成24年度 96.57 12.48 32.52 40.29 18.81 6.10 15.70
平成25年度 97.74 12.09 33.13 41.77 25.41 5.46 15.34

（単位：億円）

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

公
債
費

そ
の
他

平成24年度 26.44 78.99 25.82 4.31 13.54 10.47 27.90 30.20 4.80
平成25年度 29.02 81.35 22.92 4.49 14.12 10.00 32.38 32.07 4.59
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平成 25年度予算案の概要をお知らせします

　
平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会

計
が
８
億
５
０
０
０
万
円
（
３
・
８
％
）
増

の
２
３
０
億
９
０
０
０
万
円
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
が
３
億
７
０
０
０
万

円
（
５
・
２
％
）
増
の
75
億
２
０
０
０
万

円
と
す
る
な
ど
、
当
初
予
算
の
総
額
は

13
億
７
０
０
０
万
円
（
３
・
７
％
）
増
の

３
７
９
億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
中
心
と
な
る
市
税
は
市
民
税
の

個
人
所
得
割
や
固
定
資
産
税
家
屋
な
ど

の
増
収
に
よ
り
、
１
億
２
０
０
０
万
円

（
１
・
２
％
）
増
の
97
億
７
０
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
市
債
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
施
設
整

備
事
業
債
な
ど
の
増
額
の
ほ
か
、
借
換
債

（
２
億
２
０
０
０
万
円
）
を
計
上
し
た
た
め
、

６
億
６
０
０
０
万
円
（
35
・
１
％
）
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
初
予
算
に
お
け
る
基
金
に
よ

る
財
源
調
整
額
は
３
億
５
０
０
０
万
円
と
、

前
年
度
比
１
億
２
４
０
０
万
円
（
26
・
２
％
）

の
減
と
大
幅
に
圧
縮
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
一
般
会
計
歳
出
で
す
。
グ
ラ
フ

②
の
と
お
り
、
民
生
費
が
突
出
し
て
お
り
、

２
億
４
０
０
０
万
円
（
３
・
０
％
）
増
の

81
億
４
０
０
０
万
円
と
、
一
般
会
計
に
占

め
る
割
合
も
35
・
２
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
に
は
生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会

保
障
関
係
費
や
、
医
療
給
付
や
介
護
給
付

な
ど
に
か
か
る
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
民
生
費
が
大

き
く
伸
び
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾

向
は
当
面
、
続
く
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

（単位：円）
会計別 平成 25年度 平成 24年度 比　較 増減率
一般会計 230億 9,400 万 222 億 4,700 万 8億 4,700 万 3.8％

特
別
会
計

国民健康保険事業 75億 1,900 万 71億 4,900 万 3億 7,000 万 5.2％
公共下水道事業 20億 6,450 万 21億 4,100 万 △ 7,650 万 △ 3.6％
農業集落排水事業 5,860 万 5,670 万 190 万 3.4％
介護保険事業 40億 8,900 万 39億 6,000 万 1億 2,900 万 3.3％
障がい児支援サービス事業 3,730 万 2,920 万 810 万 27.7％
後期高齢者医療事業 10億 5,100 万 9億 6,210 万 8,890 万 9.2％
介護サービス事業 1,460 万 1,280 万 180 万 14.1％
特別会計合計 148億 3,400 万 143 億 1,080 万 5億 2,320 万 3.7％

総計 379億 2,800 万 365 億 5,780 万 13億 7,020 万 3.7％

■ 問い合わせ：財政課財政グループ☎内線 358
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龍ケ崎市防災対策基本条例を制定します

「
第
３
条
　
基
本
理
念
」
：
本
市
の
防

災
対
策
は
自
助
、
共
助
、
公
助
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
市
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割
を
果
た
し
、
相

互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
行
う
こ
と
を
明
確
に

し
ま
し
た
。

「
第
４
条
　
市
長
の
基
本
的
責
務
」
：

市
長
に
対
し
て
、
防
災
対
策
を
行
う
に
当

た
り
、
国
、
県
、
他
市
町
村
と
連
絡
調
整

を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
、
事
業
者
、
自

主
防
災
組
織
、
消
防
、
警
察
な
ど
の
防
災

関
係
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と

の
連
携
、
協
力
に
平
常
時
か
ら
努
め
る
よ

う
義
務
付
け
ま
し
た
。

「
第
６
条
　
市
職
員
の
責
務
」
：
市
の

職
員
に
対
し
て
、
防
災
に
関
す
る
知
識
と

技
術
の
習
得
に
努
め
る
よ
う
努
力
義
務
を

課
し
ま
し
た
。

「
第
７
条
　
市
民
の
責
務
」
：
市
民
に

対
し
て
、
自
ら
災
害
に
備
え
る
手
段
を
講

じ
て
自
己
お
よ
び
家
族
の
安
全
確
保
並
び

に
相
互
協
力
に
よ
る
地
域
住
民
の
安
全
確

保
に
努
め
る
よ
う
努
力
義
務
を
課
し
ま
し

た
。「

第
８
条
　
事
業
者
の
責
務
」
：
事
業

者
に
対
し
て
、
災
害
時
に
従
業
員
の
一
斉

帰
宅
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
帰
宅

困
難
者
対
策
の
た
め
、
飲
料
水
や
食
料
な

ど
の
備
蓄
に
努
め
る
よ
う
努
力
義
務
を
課

し
ま
し
た
。

「
第
９
条
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
：
市
長
に
対
し
て
、
市
の
最
上

位
計
画
（
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
）

に
掲
げ
る
施
策
を
通
じ
て
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
実
行
策
と
し
て
地
域
防
災
計

画
に
掲
げ
た
施
策
・
事
業
を
具
体
的
に
反

映
さ
せ
た
「
防
災
対
策
行
動
計
画
」
を
策

定
す
る
よ
う
義
務
付
け
ま
し
た
。

「
第
13
条
　
防
災
教
育
の
推
進
」
：
市

長
に
対
し
て
、
教
育
委
員
会
が
行
う
教
育

活
動
を
通
じ
て
防
災
教
育
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
や
事
業
者

な
ど
が
実
施
す
る
防
災
教
育
に
対
し
て
必

要
な
支
援
を
行
う
よ
う
義
務
付
け
ま
し
た
。

「
第
15
条
　
自
主
防
災
組
織
等
の
育

成
」
：
市
長
に
対
し
て
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
に
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
防
災
士
）
を
育

成
す
る
よ
う
義
務
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
時
に
救
助
・
支
援
活
動
な
ど
を
一
体

的
か
つ
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
、
自
主
防

災
組
織
、
消
防
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
促
進
す
る
よ
う
努
力
義
務
を
課
し
ま

し
た
。

「
第
16
条
　
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す

る
施
策
」
：
市
長
に
対
し
て
、
災
害
時
に

自
力
で
避
難
な
ど
が
で
き
な
い
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
施
策
を
推
進
す

る
よ
う
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
施
策
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
警
察
署
、
消
防
署
、

自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な

ど
の
方
々
に
協
力
を
要
請
で
き
る
こ
と
を

明
確
に
し
ま
し
た
。

「
第
17
条
　
高
層
住
宅
等
の
震
災
対

策
」
：
高
層
住
宅
の
居
住
者
な
ど
に
対
し

て
、
震
災
に
備
え
て
、
防
災
に
関
す
る
計

画
の
策
定
と
救
出
・
避
難
な
ど
に
必
要
な

用
具
を
備
蓄
す
る
よ
う
努
力
義
務
を
課
す

と
と
も
に
、
市
長
に
対
し
て
、
そ
の
居
住

者
な
ど
が
行
う
震
災
対
策
に
対
し
必
要
な

支
援
を
行
う
よ
う
義
務
付
け
ま
し
た
。

「
第
18
条
　
業
務
継
続
計
画
」
：
市
長

と
事
業
者
に
対
し
て
、
災
害
時
に
優
先
さ

れ
る
べ
き
業
務
の
継
続
と
通
常
業
務
の
早

期
復
旧
を
図
る
た
め
に
必
要
な
手
段
、
体

制
な
ど
を
定
め
る
業
務
継
続
計
画
を
策
定

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

「
第
22
条
　
他
の
地
方
公
共
団
体
、
事

業
者
等
と
の
協
定
の
推
進
等
」
：
市
長
に

対
し
て
、
他
の
自
治
体
や
事
業
者
と
の
災

害
時
応
援
協
定
を
推
進
す
る
よ
う
義
務
付

け
ま
し
た
。

「
第
23
条
　
避
難
所
の
設
置
等
」
：
市

長
に
対
し
て
、
災
害
時
に
避
難
所
を
設
置

す
る
場
合
は
女
性
や
障
が
い
者
、
高
齢
者

な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
に
配
慮
し
た
避

難
所
の
設
営
と
運
営
に
努
め
る
よ
う
努
力

義
務
を
課
し
ま
し
た
。

「
第
24
条
　
代
替
施
設
等
の
確
保
」
：

市
長
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

や
小
中
学
校
な
ど
の
指
定
避
難
所
が
、
災

害
に
よ
っ
て
施
設
そ
の
も
の
が
被
災
し
使

用
で
き
な
く
な
る
事
態
に
備
え
た
代
替
施

設
と
、
避
難
所
に
市
民
が
ペ
ッ
ト
を
連
れ

て
避
難
し
て
く
る
場
合
に
備
え
た
一
時
保

護
施
設
を
、
あ
ら
か
じ
め
確
保
し
て
お
く

よ
う
努
力
義
務
を
課
し
ま
し
た
。

「
第
27
条
　
帰
宅
困
難
者
対
策
の
実

施
」
：
市
長
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
他

の
自
治
体
や
防
災
関
係
機
関
、
鉄
道
事
業

者
な
ど
と
連
携
し
混
乱
防
止
策
を
講
じ
る

こ
と
、
帰
宅
困
難
者
に
対
し
て
災
害
情
報
・

交
通
情
報
・
安
否
情
報
な
ど
を
適
切
に
提

供
す
る
こ
と
、
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ

る
一
時
滞
在
施
設
を
確
保
し
物
資
な
ど
を

備
蓄
す
る
こ
と
、
情
報
の
連
絡
体
制
と
避

難
誘
導
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
と
と
も
に
、
帰
宅
困
難
者
対
策
を
実

施
す
る
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

「
第
29
条
　
復
興
体
制
の
確
立
」
：
災

害
で
市
内
に
重
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
、

市
長
は
、
応
急
復
旧
対
策
に
引
き
続
き
、

こ
れ
を
復
興
に
向
け
た
態
勢
に
シ
フ
ト
し
、

そ
の
施
策
お
よ
び
事
業
を
迅
速
か
つ
計
画

的
に
実
施
す
る
「
災
害
復
興
本
部
」
を
設

置
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
な
お

「
災
害
復
興
本
部
」
の
組
織
お
よ
び
運
営
に

関
し
て
は
、
こ
の
条
例
と
は
別
の
条
例
お

よ
び
規
則
で
定
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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龍ケ崎市防災対策基本条例を制定します

　
本
市
は
、
国
の
中
央
防
災
会
議
の
「
首

都
直
下
地
震
対
策
専
門
調
査
会
報
告
」
に

お
い
て
「
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
動
が
予

測
さ
れ
る
市
区
町
村
」
に
含
ま
れ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
た
市
全

体
の
総
合
的
な
防
災
体
制
の
見
直
し
と
地

域
の
防
災
体
制
（
地
域
防
災
力
）
の
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
条
例
案
で
は
、
今
後
本
市
が

防
災
対
策
上
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
・
消
防
・
警

察
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
行
う
「
公
助
」、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
身
や
家
族

を
守
る
「
自
助
」、
そ
し
て
隣
近
所
や
地
域

で
互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
責
務
と
役

割
を
果
た
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
協
力
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、

災
害
の
予
防
対
策
、
応
急
対
策
お
よ
び
復

旧
・
復
興
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
と
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
案
は
、
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
っ
た
地
域
防
災
計
画（
地
震
災
害
対
策
編
）

と
の
整
合
を
図
り
、
平
成
24
年
11
月
26
日
か

ら
１
カ
月
間
に
わ
た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
３
人
の
方
か

ら
12
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
ご
意
見
は
、
平
成
25
年
１
月
21
日
に
開
催

さ
れ
た
庁
議
で
協
議
さ
れ
、
条
例
案
が
決
定

し
ま
し
た
（
ご
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

は
市
の
公
式
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
）。

　
こ
の
条
例
案
は
、
平
成
25
年
第
１
回
市
議

会
定
例
会
（
２
月
26
日
開
会
）
に
議
案
と
し

て
提
案
し
、
そ
の
成
立
（
制
定
）
を
目
指
し

ま
す
（「
龍
ケ
崎
市
防
災
対
策
基
本
条
例
案
」

の
全
条
文
お
よ
び
逐
条
解
説
は
、
市
公
式
サ

イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）。

第１条　目的
　防災対策について基本理念や、市、市民、事業者の責務を明確にし、
災害の予防対策、応急対策、復旧・復興対策に関する基本的事項を
定め、防災対策を総合的かつ計画的に推進する。
第２条　定義
　条例を解釈する上で、用語の意義を明確化。
第 3 条　基本理念
　市、市民、事業者は、自助、共助、公助の考え方に基づき、それ
ぞれの責務と役割を果たし、相互に連携・協力して防災対策を行う。

第４条　市長の基本的責務
第５条　地域防災計画の実施
第６条　市職員の責務
第７条　市民の責務
第８条　事業者の責務

第９条 災害に強いまちづくりの推進
第 10 条 公共施設の安全性の確保
第 11 条 民間建築物等の安全性の向上
第 12 条 防災知識の普及及び情報の提供
第 13 条 防災教育の推進
第 14 条 防災訓練の実施
第 15 条 自主防災組織等の育成
第 16 条 災害時要援護者に対する施策
第 17 条 高層住宅等の震災対策
第 18 条 業務継続計画
第 19 条 ボランティアへの支援

第 20 条 応急体制の整備
第 21 条 情報連絡体制の整備
第 22 条 他の地方公共団体、事業
 者等との協定の推進等
第 23 条 避難所の設置等
第 24 条 代替施設等の確保
第 25 条 避難誘導体制の確立等
第 26 条 帰宅困難者の事前準備等
第 27 条 帰宅困難者対策の実施

第 28 条 復旧・復興対策
第 29 条 復興体制の確立

■ 

問
い
合
わ
せ
：
危
機
管
理
室
消
防
防
災
グ
ル
ー
プ
☎
内
線
３
６
０
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龍ケ崎市見守りネットワークがスタートしました

関係機関など
●竜ヶ崎警察署　●龍ケ崎消防署
●竜ヶ崎保健所
●（福）龍ケ崎市社会福祉協議会
●龍ケ崎市民生委員児童委員連合協議会
●（社）龍ケ崎市シルバー人材センター
●龍ケ崎市在宅介護支援センター
●龍ケ崎市長寿会連合会
●龍ケ崎市介護支援専門員連絡協議会

協力事業所
●郵便事業者 ●電力事業者
●ガス事業者 ●水道事業者
●金融機関 ●生活協同組合
●宅配業者 ●配食業者
●新聞販売店 ●乳飲料販売店
●コンビニエンスストア

民生委員老人クラブ

シルバー
人材センター

ケアマネジャー 認知症
サポーター

近隣住民
（協力者）

郵便
事業者

電力
事業者

ガス
事業者

水道
事業者

金融
機関

生活
協同組合

宅配
業者

配食
業者

新聞
販売店

乳飲料
販売店

コンビニエンス
ストア

ご協力いただける事業所を随時募集しています。

◆郵便物や新聞がポストにたまっている
◆何日も同じ洗濯物が干してある
◆庭の手入れがされなくなった
◆最近、外出している姿を見かけない
◆家の中から大声で怒鳴る声がする
◆顔や腕などに不自然なあざがある
◆服装が不自然なまま外出している
◆あの子いつも一人ぼっちでいるけど…

◆市職員が訪問し、どのような状況かを確
認します。
◆必要なサービスや制度を利用できるよう、
本人および家族を支援します。
◆ご連絡いただいた方のことをお話するこ
とはありませんので、安心してご連絡くだ
さい。
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龍ケ崎市見守りネットワークがスタートしました

　
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展
に
よ
り
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
要
援
護
者
が
、
地
域
か
ら
孤
立

し
た
状
態
で
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
い
っ

た
痛
ま
し
い
事
件
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
要
援
護
者
の
方
々
が

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

医
療
や
介
護
、
福
祉
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
な
ど
地
域
の
関
係
者
が
相
互
に
連

携
し
な
が
ら
、
要
援
護
者
を
地
域
全
体
で

支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
要
援
護
者
の
見
守
り
は
、、
民
生
委
員
児

童
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
関
係
団
体
、
行
政
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
実
施
主
体
に
よ
り
各
地
域
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
見
守
り
活
動

の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
独
自
の
情

報
を
も
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
に
は
、

誰
か
ら
も
見
守
ら
れ
て
い
な
い
要
援
護
者
が

い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
関
係
者
間
で
相
互
に
連
携
し
な

が
ら
、
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
を
実
施
す

る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
や
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
事
業

所
が
、日
常
生
活
ま
た
は
業
務
活
動
の
中
で
、

地
域
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
要
援
護
者

の
異
変
や
生
活
上
の
支
障
な
ど
に
気
付
い
た

ら
、
そ
の
情
報
を
市
に
連
絡
い
た
だ
き
、
対

象
者
の
現
状
把
握
と
状
況
に
応
じ
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
龍
ケ
崎
市
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
平

成
25
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１
月
24
日
に
は
市
役
所
で
協
定
調
印
式
が

行
わ
れ
、
関
係
機
関
、
協
力
事
業
所
（
33

団
体
）
と
龍
ケ
崎
市
と
の
間
で
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

け
る
市
民
の
方
々
に
も
広
く
参
加
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
市
民
、
事

業
所
の
参
加
に
よ
り
、
幅
広
く
、
き
め
細

や
か
な
情
報
収
集
体
制
を
構
築
し
、
安
否

確
認
、
虐
待
の
早
期
発
見
、
徘
徊
高
齢
者

な
ど
の
捜
索
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

見守りネットワーク事業協力に関する協定調印式の様子（写真）

■ 問い合わせ：社会福祉課社会福祉推進グループ☎内線 265

◆この事業に参加して
いただける協力者（団体
および個人）を募集して
います。
◆ご協力いただける方
は、「登録申請書」によ
り、協力者の登録をお願
いします。登録者には協
力者証を交付します。
詳しくは社会福祉課ま
でお問い合わせください。



　龍ケ崎市では、政策調整機能を強化し、戦略的な行政経営を推進するため、平成 25 年４月１日か
ら次のとおり組織の一部を改編します。

 

　現行の政策推進部秘書広聴課の業務（市長・副市長の秘書業務・広聴の総合調整・重要な市政情
報の発信など）に、市長の特命事項の処理、重要な政策・施策の企画立案および全庁的・組織横断
的な政策調整などの業務を加えるとともに、市長の政策判断などを迅速かつダイレクトに伝達、実
行させるため、秘書広聴課を に改称し、いずれの部にも属さない、市長直轄の組織（課と同格）
に改編します。市長公室は、 と の２グループで構成され、市長公室長、
統括政策監などが配置されます。

（現行：抜粋） （新：抜粋）

　龍ケ崎市を代表する伝統行事「撞舞」と「龍ケ崎」
を組み合わせて「まいりゅう」です。ハートの鼻は
地域のふれあいの暖かさを表しています。
　今後は広報紙『りゅうほー』をはじめ、
当市の啓発宣伝などで幅広く活動して
いく予定です。イベントなどにも参加
しますので、見かけた際にはぜひ仲良
くしてあげてください。


